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流としては，ECBA（Emerald City Basketball Academy）
というシアトルを中心とするアメリカ全土に7つのス
クールを持つバスケットボールスクールやUnited 
States Basketball Association（USBA），National 






































































































Tornadoes Academy 北九州 Orange Raise から32名， 
Tornadoes Academy 愛媛 gaNeza から13名，
Tornadoes Academy 熊本 REDBEARS から10名，
































































































































































































JBA = Japan Basketball Academy．http://www.
jbadreams.com/jba/index.html



















松 村 成 司・ 鈴 木 良 和・Peter A. HARMER・James 
GORDIE（2008）：アメリカにおける子どものバス
ケットボール競技参加に与える要因について．千葉
大学教育学部研究紀要，56．377-385.
文部科学省（1997）：運動部活動の在り方に関する調
査研究報告（中学生・高校生のスポーツ活動に関す
る調査研究協力会議．
文部科学省（2013）：運動部活動の在り方に関する調
査研究報告書～一人一人の生徒が輝く運動部活動を
目指して～．運動部活動の在り方に関する調査研究
協力者会議．
中塚義実（1999）：地域におけるユースサッカーリー
グの実践報告―新しいスポーツシステムの理念とそ
の影響について―．スポーツ産業学研究，9（1），
49-60.
三本木温・高橋健太（2008）：部活動のあり方を考える．
八戸大学紀要，36，151-156．
関喜比古（2009）：問われている部活動の在り方～新
学習指導要領における部活動の位置付け～．立法と
調査，294，51-59.
関岡康雄編（2004）：コーチと教師のためのスポーツ
論．道和書院：東京．
清水将（2011）：高等学校における運動部活動の教育
課程上の位置づけに関する検討．東亜大学紀要，
14，17-32.
鈴木淳・蔵元彩（2013）：バスケットボールにおける
一貫指導体制の再検討―エンデバーシステムの課題
―．福岡教育大学紀要，62（5），119-123．
（ホームページは，全て2013年12月1日に閲覧）
Received date 2015年1月7日
